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御殿場高校

御殿場小学校南中学校

御殿場南高校

御殿場
支 部

ＹＭＣＡ東山荘

東小学校

二の岡コミセン

愛郷報徳会館

鮎沢公民館

御殿場南小学校

御殿場市
災害対策本部

本部室付班

本部避難所
支援班

原

里

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

玉
穂

派
遣
Ｇ
Ｐ
(3人)

印
野

派
遣
Ｇ
Ｐ
(2人)

高
根

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

高 根
支 部

玉 穂
支 部

富士岡
支 部

原 里
支 部

印 野
支 部

竈幼稚園

富士岡小学校

富士岡中学校
神山小学校

駒門地区児童
厚生体育施設

原里小学校

原里中学校

森之腰幼稚園

原里西幼稚園

朝日小学校

印野小学校

高根小学校

高根第２保育園

御殿場農協本店

玉穂第１保育園

玉穂小学校

③

④
⑤

⑥

富
士
岡

派
遣
Ｇ
Ｐ

(5人)

②

管理全般

：指示・報告
：支援
：連携

管理全般

管理全般

管理全般

管理全般

管理全般

中畑西コミセン

御
殿
場

派
遣
Ｇ
Ｐ
(7人)

①

御殿場市指定避難所運営組織

神山生涯学習センター
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南中学校避難所関係組織連絡網

市災害対策本部

避難所支援班

御殿場支部

・支部派遣職員
・避難所派職員

市指定避難所
開設要望

①永原区
（約４００名）

１次避難所 人員超過

開設の要否

了 承

開設指示

管 理

要 望

住民避難

職員派遣

永原区災害対策運営本部

本部長

副本部長

❶総務班

❷情報班

➌食料・物資班

❹保健・衛生班

❺要配慮者班

❻警備・施設管理班

南中学校

市指定避難所

避難所の運営

1 避難者の受入

2 避難者からの要望受け

3 生活ルールの徹底

4 物資の受入

5 支部との連携 等

①災害関連死の絶無
②コロナ感染者の絶無

永原地区コミセン

永原区民数：2,103名
（避難行動要支援者：65名）
（個別避難計画作成対象者22名）
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令和６年度モデル区訓練避難経路
御殿場地区永原区（2,103人）
場所：南中学校体育館
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令和６年度御殿場市地域防災訓練モデル区訓練編成表

訓練編成表

関係機関

危
機
管
理
課
（
総
括
班
）

西
日
本
電
信
電
話
（
株
）

御
殿
場
市
消
防
団

○
女
性
部

○
第
１
分
団
・
第
４
部

ミ
ド
リ
安
全
沼
津
（
株
）
、
（
株
）
ケ
ン
ユ
ー

相
日
防
災
（
株
）

御
殿
場
支
部

支
部
派
遣
職
員

自
主
防
災
会

市
関
係
者

企
業
等

視察・研修者

陸
上
自
衛
隊
第3

4

普
通
科
連
隊
情
報
小
隊
・
第
三
中
隊

２
組
体
育
委
員

２
組
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
体
振

２
組
組
長
・
班
長

副
区
長
・

監
査
役

市役所 永原区

避
難
所
派
遣
職
員

保健・衛生班情報班 食料・物資班

区本部

要配慮者班

３
組
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
体
振

３
組
組
長
・
班
長
・
体
育
委
員

警備・施設管理班

４
組
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
体
振

４
組
協
議
委
員
・
班
長
・
体
育
委
員

１
組
競
技
委
員
・
班
長
・
体
育
委
員

１
組
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
体
振

総務・ボラン
ティア対応班

区長・参与・副区長・会
計・防災リーダー（８

）

民生委員（３
）

御
殿
場
南
中
学
校

御
殿
場
保
健
所

静
岡
県
危
機
管
理
部

避難者役 永原区民４０名

御
殿
場
警
察
署
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6

【
 令

和
６

年
度

永
原

区
自

主
防

災
会

組
織

図
・
緊

急
連

絡
体

制
 】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
〔
総

務
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

応
〕
　

班

防
災

会
長

　
防

災
部

長
防

災
副

部
長

　
２

次
避

難
体

制
の

　
　

班
リ

ー
ダ

ー
が

兼
務

区
長

参
与

　
副

区
長

会
計

・
防

災
リ

ー
ダ

ー

リ
ー

ダ
ー

リ
ー

ダ
ー

リ
ー

ダ
ー

リ
ー

ダ
ー

リ
ー

ダ
ー

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

（
避

難
利

用
者

主
体

：
代

表
者

は
男

性
と

女
性

）

３
組

体
育

委
員

４
組

体
育

委
員

避
難

運
営

組
織

班

民
生

委
員

 １
組

班
長

 ２
組

班
長

 ３
組

班
長

 ４
組

班
長

１
組

体
育

委
員

２
組

体
育

委
員

１
組

協
議

委
員

 ２
組

組
長

 ３
組

組
長

 ４
組

協
議

委
員

監
査

役
１

組
体

振
役

員
２

組
体

振
役

員
３

組
体

振
役

員
４

組
体

振
役

員

サ
ブ

リ
ー

ダ
ー

副
区

長
（
会

計
）
　

１
組

防
災

リ
ー

ダ
ー

２
組

防
災

リ
ー

ダ
ー

３
組

防
災

リ
ー

ダ
ー

４
組

防
災

リ
ー

ダ
ー

〔
情

報
〕
班

〔
食

料
・
物

資
〕
班

〔
保

健
・
衛

生
〕
班

〔
要

配
慮

者
〕
班

〔
警

備
・
施

設
管

理
〕
班

２
次

避
難

体
制

（
立

ち
上

げ
時

）

２
次

避
難

体
制

（
継

続
初

期
～

１
ｗ

）



令
和

６
年

度
　

地
域

防
災

訓
練

モ
デ

ル
地

区
訓

練
　

付
与

情
報

一
覧

表
（
1
1
月

2
4
日

8
：
3
0
～

9
:3

0
)　

付
与

情
報

　
　

【
資

料
１

】

1
生

活
ル

ー
ル

の
設

定
8
:3

0
防

災
会

長
総

務
班

総
務

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

対
応

班
生

活
ル

ー
ル

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

の
作

成
避

難
所

で
の

生
活

ル
ー

ル
と

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

（
生

活
時

間
）
を

決
め

て
掲

示
し

て
く
だ

さ
い

。

2
感

染
症

対
策

の
設

定
8
:3

0
防

災
副

部
長

保
健

衛
生

班
長

保
健

衛
生

班
感

染
症

対
策

の
た

め
の

環
境

改
善

定
期

的
な

換
気

、
ド

ア
ノ

ブ
な

ど
の

こ
ま

め
な

消
毒

、
避

難
所

の
清

掃
等

避
難

者
が

交
代

制
で

定
期

的
に

清
掃

す
る

よ
う

ル
ー

ル
を

決
め

て
総

務
班

に
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。

3
避

難
者

の
受

入
8
:3

0
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
永

原
区

一
部

損
壊

家
屋

か
ら

の
世

帯
避

難
１

組
　

豪
雨

さ
ん

【
男

5
5
歳

】
一

部
損

壊
　

世
帯

主
、

妻
【
女

4
8
歳

】
、

長
男

【
3
0
歳

】

4
立

入
禁

止
場

所
の

設
定

8
:3

0
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

副
部

長
警

備
施

設
管

理
班

立
入

禁
止

場
所

の
設

定
御

殿
場

市
避

難
所

派
遣

職
員

で
す

。
避

難
者

が
職

員
室

等
に

入
ら

れ
る

と
困

り
ま

す
。

職
員

室
に

つ
な

が
る

通
路

や
そ

の
他

危
険

な
場

所
を

取
り

急
ぎ

立
ち

入
り

禁
止

に
し

て
く
だ

さ
い

。

5
物

資
支

援
8
:3

3
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

部
長

食
料

物
資

班
物

資
（
簡

易
ト

イ
レ

、
毛

布
、

食
料

）
の

配
布

追
加

物
資

（
毛

布
1
0
0
枚

、
食

料
（
パ

ン
の

缶
詰

、
ア

ル
フ

ァ
米

）
）
を

お
渡

し
し

ま
す

。
避

難
所

に
届

け
ま

す
の

で
、

受
入

れ
の

準
備

を
お

願
い

し
ま

す
。

6
避

難
者

の
受

入
8
:3

5
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
要

配
慮

者
班

永
原

区
全

壊
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

１
組

　
床

上
さ

ん
【
男

4
5
歳

】
全

壊
　

世
帯

主
、

母
【
8
0
歳

】
　

母
は

軽
度

の
認

知
症

な
の

で
、

避
難

所
生

活
が

少
し

心
配

。

7
情

報
機

材
の

設
置

8
:3

6
Ｎ

Ｔ
Ｔ

職
員

情
報

班
長

避
難

者
一

情
報

班
特

設
公

衆
電

話
の

設
置

等
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
佐

藤
で

す
が

、
特

設
公

衆
電

話
を

開
設

し
ま

す
の

で
、

担
当

の
方

は
一

緒
に

お
願

い
し

ま
す

。
ま

た
、

電
話

の
状

況
で

す
が

、
全

力
で

復
旧

作
業

中
で

す
。

し
ば

ら
く
ご

不
便

を
お

か
け

し
ま

す
が

よ
ろ

し
く
お

願
い

し
ま

す
。

8
避

難
者

の
受

入
8
:4

0
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

永
原

区
全

壊
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
高

齢
者

世
帯

、
要

応
急

処
置

（
腕

）
）

４
組

　
急

傾
斜

さ
ん

【
男

6
0
歳

】
全

壊
　

世
帯

主
、

妻
【
女

5
5
歳

】
妻

は
避

難
す

る
際

に
転

ん
で

し
ま

い
、

腕
を

負
傷

し
て

し
ま

っ
た

。

9
ト

イ
レ

8
:4

1
避

難
者

総
合

相
談

窓
口

保
健

衛
生

班
避

難
者

か
ら

の
要

望
１

組
　

床
上

で
す

が
、

ト
イ

レ
は

使
え

ま
す

か
？

あ
と

、
消

毒
液

な
ど

は
置

か
れ

て
い

ま
す

か
？

1
0

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
8
:4

3
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

部
長

総
務

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

対
応

班
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ニ

ー
ズ

の
把

握
と

要
望

市
災

害
対

策
本

部
か

ら
情

報
で

す
が

、
約

３
０

分
後

に
担

当
者

が
ニ

ー
ズ

調
査

に
行

き
ま

す
か

ら
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

避
難

所
内

で
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
て

お
い

て
下

さ
い

。

1
1

避
難

者
の

受
入

8
:4

5
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

要
配

慮
者

班

永
原

区
半

壊
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
要

応
急

処
置

（
額

）
）

４
組

　
床

下
さ

ん
【
男

4
0
歳

】
半

壊
　

世
帯

主
、

妻
【
女

4
0
歳

】
、

長
男

【
男

9
歳

】
長

男
は

額
か

ら
出

血
。

ま
た

長
男

は
知

的
障

害
が

あ
り

、
療

育
手

帳
を

所
持

。

1
2

情
報

伝
達

8
:4

7
避

難
者

総
合

相
談

窓
口

避
難

者
一

情
報

班
情

報
掲

示
板

へ
の

掲
示

１
組

の
豪

雨
で

す
が

、
停

電
は

い
つ

ま
で

続
く
の

で
す

か
。

1
3

避
難

者
の

受
入

8
:5

0
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
要

配
慮

者
班

永
原

区
感

染
症

の
疑

い
の

あ
る

避
難

者
（
発

熱
者

あ
り

　
妊

婦
世

帯
）

３
組

　
噴

火
さ

ん
【
男

3
5
歳

】
半

壊
　

世
帯

主
、

妻
【
女

3
5
歳

】
、

母
【
女

6
2
歳

】
世

帯
主

は
熱

が
あ

り
体

調
が

不
良

、
妻

は
妊

娠
6
ヶ

月

1
4

避
難

者
の

受
入

8
:5

5
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
総

務
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

応
班

永
原

区
被

害
な

し
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
車

中
避

難
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
要

望
）

２
組

　
淡

路
さ

ん
【
男

4
0
歳

】
被

害
な

し
　

世
帯

主
、

母
【
女

6
6
歳

】
、

妻
【
女

3
8
歳

】
、

長
女

【
1
3
歳

】
余

震
が

怖
い

の
で

避
難

し
て

き
た

。
と

こ
ろ

で
地

震
で

タ
ン

ス
や

食
器

棚
が

倒
れ

て
し

ま
っ

て
片

づ
け

し
な

い
と

家
に

入
れ

な
い

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

お
願

い
し

た
い

。

1
5

ご
み

出
し

8
:5

5
専

用
ス

ペ
ー

ス
避

難
者

専
用

ス
ペ

ー
ス

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

ご
み

出
し

ル
ー

ル
の

徹
底

３
組

の
噴

火
で

す
が

、
食

事
の

ご
み

を
出

し
た

い
の

で
す

が
、

ど
こ

に
出

せ
ば

い
い

の
で

す
か

。
可

燃
物

、
不

燃
物

、
空

き
缶

ま
と

め
て

出
し

て
も

い
い

で
す

か
。

1
6

報
道

対
応

8
:5

8
新

聞
記

者
総

合
相

談
窓

口
防

災
副

部
長

総
務

班
報

道
機

関
の

取
材

対
応

テ
レ

ビ
御

殿
場

で
す

。
取

材
に

来
ま

し
た

が
報

道
用

の
駐

車
場

は
あ

り
ま

す
か

。
避

難
所

運
営

本
部

は
ど

こ
で

す
か

。
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
も

お
願

い
し

ま
す

。

1
7

避
難

者
の

受
入

8
:5

0
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

要
配

慮
者

班

永
原

区
ペ

ッ
ト

を
連

れ
た

世
帯

避
難

（
高

齢
者

世
帯

、
ペ

ッ
ト

同
行

）
２

組
　

耐
震

さ
ん

【
女

4
0
歳

】
全

壊
　

妻
、

母
【
女

6
2
歳

】
、

祖
母

【
8
0
歳

】
世

帯
主

と
連

絡
が

取
れ

な
い

。
柴

犬
１

匹
を

連
れ

て
き

た
。

1
8

ト
イ

レ
8
:5

0
協

定
業

者
防

災
部

長
保

健
衛

生
班

協
定

業
者

に
よ

る
仮

設
ト

イ
レ

の
設

置
災

害
対

策
本

部
で

す
が

仮
設

ト
イ

レ
が

到
着

し
ま

し
た

。
ど

こ
に

設
置

し
ま

し
ょ

う
か

。

1
9

帰
宅

困
難

者
対

応
8
:5

3
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

会
長

避
難

者
一

情
報

班
観

光
バ

ス
の

観
光

客
避

難
者

の
対

応
後

ほ
ど

、
帰

宅
困

難
と

な
っ

た
バ

ス
ツ

ア
ー

の
旅

行
者

が
避

難
し

て
き

ま
す

。
受

入
を

お
願

い
し

ま
す

。

2
0

避
難

者
の

受
入

8
:5

5
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

要
配

慮
者

班

永
原

区
ア

パ
ー

ト
半

壊
か

ら
の

外
国

人
世

帯
（
要

応
急

処
置

（
足

）
）

３
組

　
ガ

ル
さ

ん
【
男

4
6
歳

】
ア

パ
ー

ト
全

壊
　

世
帯

主
、

妻
【
女

4
6
歳

】
ブ

ラ
ジ

ル
人

世
帯

。
世

帯
主

は
家

具
で

下
敷

き
か

ら
自

力
で

脱
出

。
左

足
下

部
を

負
傷

。
自

力
歩

行
困

難

2
1

避
難

者
の

受
入

9
:0

0
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
要

配
慮

者
班

永
原

区
一

部
損

壊
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
高

齢
者

世
帯

、
ペ

ッ
ト

同
行

）
４

組
　

観
測

さ
ん

【
男

6
0
歳

】
全

壊
　

世
帯

主
、

父
【
男

9
2
歳

】
　

ペ
ッ

ト
同

伴
で

の
避

難
。

今
、

避
難

し
て

き
ま

し
た

が
、

た
ば

こ
は

ど
こ

で
吸

え
ば

い
い

で
す

か
。

2
2

要
配

慮
者

窓
口

相
談

9
:0

1
避

難
者

要
配

慮
者

相
談

窓
口

要
配

慮
者

班
福

祉
避

難
所

へ
の

移
送

依
頼

４
組

　
床

下
で

す
が

、
息

子
は

避
難

所
の

環
境

に
適

応
で

き
ず

興
奮

状
態

が
続

い
て

お
り

奇
声

を
発

し
て

い
ま

す
。

ど
こ

か
別

の
場

所
に

移
し

て
も

ら
う

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん

か
。

2
3

安
否

確
認

9
:0

3
来

客
者

総
合

相
談

窓
口

避
難

者
一

情
報

班
住

民
の

安
否

確
認

す
み

ま
せ

ん
。

１
組

の
床

上
さ

ん
は

避
難

し
て

き
て

い
ま

す
か

。

2
4

避
難

者
の

受
入

9
:0

5
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

永
原

区
一

部
損

壊
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
ペ

ッ
ト

同
行

）

３
組

　
海

溝
さ

ん
【
女

4
0
歳

】
一

部
損

壊
　

次
男

【
男

1
8
歳

】
猫

１
匹

を
連

れ
て

き
た

。
ペ

ッ
ト

は
ど

う
し

た
ら

良
い

か
。

2
5

健
康

支
援

9
:0

6
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

副
部

長
保

健
衛

生
班

要
配

慮
者

班
体

調
不

良
者

の
把

握
本

部
よ

り
避

難
所

の
健

康
支

援
に

来
ま

し
た

。
体

調
不

良
の

方
や

怪
我

を
し

て
い

る
方

の
人

数
や

状
況

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。

2
6

物
資

支
援

9
:0

8
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

部
長

食
料

物
資

班
支

援
物

資
の

到
着

市
の

避
難

所
派

遣
職

員
で

す
。

物
資

を
持

っ
て

き
ま

し
た

の
で

受
入

れ
を

お
願

い
し

ま
す

。

2
7

警
備

9
:0

8
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

会
長

警
備

施
設

管
理

班
避

難
所

内
外

の
巡

回
避

難
所

派
遣

職
員

で
す

が
、

防
犯

・
防

火
の

た
め

2
時

間
に

１
回

2
人

1
組

で
巡

回
を

し
て

も
ら

え
ま

せ
ん

か
。

2
8

避
難

者
の

受
入

9
:1

0
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

永
原

区
全

焼
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
発

熱
者

あ
り

）
４

組
　

遠
州

灘
さ

ん
【
男

4
1
歳

】
全

焼
　

世
帯

主
、

妻
【
女

4
0
歳

】
、

長
女

【
女

1
0
歳

】
妻

は
熱

と
咳

が
ひ

ど
い

。

2
9

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
ニ

ー
ズ

調
査

9
:1

2
避

難
所

派
遣

職
員

防
災

部
長

総
務

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

対
応

班
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ニ

ー
ズ

の
調

査
市

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
担

当
職

員
で

す
が

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ニ

ー
ズ

の
調

査
に

参
り

ま
し

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ニ
ー

ズ
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。

3
0

避
難

者
の

受
入

9
:1

5
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
要

配
慮

者
班

永
原

区
感

染
症

の
疑

い
の

あ
る

避
難

者
（
発

熱
者

あ
り

）

３
組

　
風

呂
さ

ん
【
男

5
0
歳

】
一

部
損

壊
　

世
帯

主
、

母
【
女

8
8
歳

】
妻

は
後

か
ら

来
る

。
母

は
熱

と
咳

が
ひ

ど
い

ん
で

す
が

、
ど

こ
か

部
屋

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

私
が

面
倒

を
見

る
の

で
避

難
場

所
は

一
緒

に
し

て
ほ

し
い

。

3
1

避
難

者
の

受
入

9
:1

8
避

難
者

避
難

者
情

報
班

受
付

避
難

者
一

情
報

班
保

健
衛

生
班

警
備

施
設

管
理

永
原

区
一

部
損

壊
家

屋
か

ら
の

世
帯

避
難

（
ペ

ッ
ト

同
行

）
１

組
　

一
部

損
壊

　
長

男
【
男

2
0
歳

】
、

次
男

【
男

1
8
歳

】
犬

１
匹

を
つ

れ
て

い
る

。
（
世

帯
主

不
在

で
の

避
難

）

3
2

帰
宅

困
難

者
対

応
9
:2

0
ツ

ア
ー

の
代

表
者

防
災

会
長

避
難

者
一

情
報

班
観

光
バ

ス
の

観
光

客
避

難
者

の
対

応
観

光
ツ

ア
ー

の
途

中
で

地
震

に
遭

遇
し

ま
し

た
。

高
速

道
路

や
国

道
が

通
行

止
め

に
な

り
し

ば
ら

く
帰

れ
ま

せ
ん

。
対

策
本

部
の

指
示

を
受

け
避

難
し

て
き

ま
し

た
。

ツ
ア

ー
客

の
中

に
少

し
具

合
の

悪
い

方
が

い
ま

す
。

道
路

が
復

旧
す

る
ま

で
入

れ
て

も
ら

え
ま

せ
ん

か
。

付
与

情
報

項
目

区
分

実
時

間
（
想

定
時

間
）

情
報

源
（
だ

れ
が

）
受

信
者

（
だ

れ
に

）
対

応
者

件
　

名
情

報
内

容

7



◇ 避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を最大限活用

◇ 各班（６）の活動内容（役割分担） ⇒ 永原区バージョン

① 総務・

ボランティア班

運営本部会議の事務局、運営・記録、生活ルールの作成
取材対応、市本部・地域との連携、他班への応援

ボランティアニーズの把握、派遣要請、受入

② 情報班 受付・案内、名簿管理、問い合わせ対応

情報収集、情報伝達、情報発信

③ 食料・物資班
食料・物資の調達、炊き出し、食料・物資の受入
物資の管理・配給

④ 保健・衛生班
トイレ、衛生管理、傷病者への支援、生活用水の確保
ペット、ごみ、掃除、風呂

⑤ 要配慮者班
要配慮者スペースの確保、相談窓口の設置
要配慮者の状況・ニーズ把握、福祉避難所への移送

⑥ 警備・

施設管理班

安心・安全な避難所作り、防火・防犯

訓練時の安全確保（車両事故防止、歩行者・車両の誘導）

避難所運営上必要な事項

8



①総務班

❶保健所

❷県危機管理部

➌NTT西日本

❹市危機管理課

❺ミドリ安全
ケンユー

❻相日防災

❼永原区ブース

ペット管理エリア

避難者入口

ペット受付

⑥警備施設管理班

④保健衛生班

③食料物資班

②情報班

⑤要配慮者班

ゴミ集積所

物資集積所見学者
入口炊き出し 炊き出し

9



０８ ０９ １０ １１

業務全般

市長視察 訓練視察・激励・閉会式（講 評）

永
原
区

自
主
防
災
会

区本部

・

区役員

被

災

者

役

１組

２組

３組

４組

一

般

参

加

者

１組

２組

３組

４組

管
理
者

南中学校

行

政

避難所
派遣職員

御殿場支部
（支部派遣職員）

令和６年度地域防災訓練モデル区訓練時程

②避難者受入れ委訓練
（08:30～09:30）

★初動行動

②支部運営訓練（08:40～10:45）

➌避難者役としての行動
（08:30～09:30）

各組×１０名基準（計４０名）
参加者：各人に役割を付与

②支部運営訓練（08:30～09:30）
・区との連携、状況把握、支援業務

①支部開設

❶
班
避
難
場
所
集
合
・
状
況
把
握

❷
市
指
定
避
難
所
（
南
中
）
へ
移
動

❹避難者受入れ訓練見学
（展示担当班（08:30～09:30）

①支部・避難所
開設訓練

避難者受入れ訓練
（08:30～09:30）

①2次避難所
開設訓練
（08:10～
08:30）

③避難所継続運用訓練
（09:30～10:45）

③２次避難所
継続運用訓練

・総務・ボラ対応班：
・情報班：
・食料・物資班：
・保健衛生班：
・要配慮者班：
・警備・施設管理班：

（09：30～10:45）

②避難所受入れ訓練
（08:30～09:30）

・施設管理、区避難所運営支援

①２次避難所
開設訓練
（08:10～
08:30）

③２次避難所
継続運用訓練
全般支援

（09:30～10:45）

④
訓
練
内
容
の
振
り
返
り

（10：45
～11：00）

⑤

閉

会

式

（11：00
～11:15）

⑤
閉
会
式

撤

収

地震
発生

時 間

❹避難所運営状況の研修 ❺避難所体験・防災教育（09:30～10:45）

❺避難所体験
・防災学習

（09:30～10:45）
（体験・学習後解散）

10

④訓練
振り返り
（10:45
～11:00）



◇ 各班（６）の活動内容 ⇒ 永原区バージョン

① 総務・

ボランティア班

①生活ルールの設定、⑯報道対応、⑲帰宅困難者の受入
要請

⑩ボランティアニーズの把握、⑭避難者からのボランティア
要請、㉙ボランティアのニーズ調査

② 情報班

③⑥⑧⑪⑬⑭⑰⑳㉑㉔㉘㉚㉛㉜避難者の受付・案内

⑦特設公衆電話の設置、⑫情報掲示板の設置、㉓住民の
安否確認

③ 食料・物資班 ⑤物資の受入準備、㉖物資の受入・配給

④ 保健・衛生班
②感染症対策のための環境改善、⑧⑪⑳負傷者の応急処
置、⑨トイレの使用、⑮ゴミ出しルールの徹底、⑰㉔㉛ペット
の受入、⑱仮設トイレの設置、㉕㉘体調不良者等の把握

⑤ 要配慮者班
⑥⑪⑬⑰⑳㉑要配慮者の把握、㉒相談窓口対応

㉕㉚体調不良者等の把握

⑥ 警備・

施設管理班
④立入禁止箇所の設定、㉗避難所内外の巡回

避難所運営本部の行動

11



避難所設営・運営全般図（レイアウト）
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避難所の全景図

専用避難スペース

区本部エリア防災教育・展示エリア

宿泊用スペース 13



避難所運営本部（支部・区・避難所派遣職員）

災害対策本部御殿場支部 区本部会議

防災部長による説明避難所派遣職員 14



避難所運営本部（各班❶）

マスコミ対応 区本部会議

区本部会議

警備・施設管理班内打合せ

要配慮者情報の確認避難者受付（防災アプリ使用による名簿管理）

15



避難所運営本部（各班❷）

保健・衛生班による指示 要配慮者班からの情報提供

食料・物資班による炊出し

情報班内ミーティング

α米（ドライカレー）の配布食料・物資などの搬入

16



避難所運営本部（各班➌）

簡易トイレの受入れ調整

避難者受付待機の状況（順番待ち）

御殿場保健所支援によるペット受付

要配慮者班による受入れ女性消防団との連携によるAED訓練

トイレ設置場所の確認

17



避難所継続運営訓練

区長による全般的事項の確認各班長による活動報告・調整 18

各班長による活動報告・調整情報班によるミーティング



防災教育・装備展示

ミドリ安全㈱・㈱ケンユーによる簡易トイレ

相日防災㈱による防災グッズの展示

避難所運営マニュアル（壁新聞版）家具固定用品の説明

NTT西日本株による災害用伝言ダイヤル 永原区自主防災会による防災教育

危機管理課よる防災用品の展示 女性消防団による救急救命訓練

19



閉会式

視察研修・支援機関・訓練参加者

土屋永原区長による挨拶

勝又御殿場市長による挨拶

20

勝村南中学校校長による挨拶
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練
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参考資料
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『カタログ防災・避難所品』
【資料提供】相日防災（㈱）



区 分 実 施 項 目 準 備 段 階

市災害

対策本部

支 部

１避難所設置・管理・運営要領の検討

２避難所・福祉避難所等指定・協定

３避難所派遣職員の受入れ要領の確認

１避難所管理・運用要領（学校・自主防災会等との役割分担）の検討

２一次避難所、市指定広域避難所（福祉避難所）の指定、協定締結

３災害対策本部との連携、避難所派遣職員の受入れ・連携要領の確認

学 校
１災対本部の確立、避難所計画の作成

２初動体制、管理体制の移行要領

１災害対策本部の確立、学校避難所計画の作成及び災対本部会議の要領

２初動対処要領、時間経過に伴う自主防・災対本部（支援班）への移管

自主防会
１運営本部の確立、運営計画等の作成

２避難所運営本部の運営要領の検討

１避難所運営本部の確立、避難所運営計画・避難生活計画書等の作成

２学校からの引継ぎ、避難所支援班との連携、管理・運営要領の確立

Ⅰ運営体制
の確立

①避難所運営体制の確立

②避難所の指定

③初動の具体的な事前想定

④受援体制の確立

⑤在宅避難者対策・ 帰宅困難者

① 避難所運営要領の検討（避難所立上げ組織、避難所運営組織の編成）

②第１次避難所、市指定広域避難所の指定

③避難所運営マニュアルの作成・訓練の実施

④食料・物資・ボランティア等の受入、医師・看護師の救護・巡回

⑤在宅避難民の安否確認方法の検討

Ⅱ避難所

の運営

⑥避難所運営サイクルの確立

⑦情報の取得・管理・共有、発信

⑧食料・物資管理

⑨トイレの確保・整理

⑩衛生的な環境の維持

⑪避難者の健康管理

⑫寝床の改善

⑬衣類の確保・配布

⑭入浴

⑥避難所運営の実施手順の確立

⑦衛星携帯等通信手段・電源の確保、避難所掲示板、マスコミ対応

⑧物資供給計画の作成、在宅避難者用物資の配布体制の確保

⑨災害用トイレの確保（運搬）・管理計画、汲み取り業者との協定

⑩ゴミ集積場所の設置、食品管理方法・手洗い等健康チェック方法

⑪避難者の健康管理シートの作成、感染症等予防の取組み

⑫寝床スペースの確保・配分（要考慮者優先）、毛布・段ボール確保

⑬衣類（下着等）確保・配布要領の検討

⑭入浴施設、ホテル・旅館、保養所等の協定締結

Ⅲニーズへ
の対応

・

Ⅳ避難所

の解消

⑮配慮が必要な方への対応

⑯女性・子供への配慮

⑰防犯対策

⑱ペットへの対応

⑲避難所の解消に向けての

⑮要考慮者の避難所滞在可能性の検討、各福祉避難所施設との協定

⑯女性・妊婦、子供などの避難所生活考慮事項の確認

⑰避難所における防災対策の検討警察との調整

⑱ペット飼育管理ルール確立の検討

⑲ホテル等の二次避難所の活用の検討、ライフライン事業者との連携

震災における避難所運営業務（その１）

26



区 分 初 動（発災当日） 応急期・復旧期・復興期

市災害

対策本部

支 部

１被害状況（人的、物的被害）の把握

２災害対策本部会議の実施（市指定広域避難所開設の決定）

３支部及び避難所派遣職員の派遣・受入れ

１継続的な避難所支援

２仮設住宅の整備

３避難所からの退所支援

学 校

（施設管理
者）

１学校内被害状況の確認（児童・生徒の安否、施設等の被害状況）
２災害対策本部・避難所運営本部の設置、市教育委員会・災対本部への報告
３初動対応（応急危険度判定受け、避難者の受入れ、備蓄物資の配給など）

１ 避難所運営本部運営の自主
防災会への移管

２ 学校業務の再開準備・再
開

自主防会
１避難所運営本部の設置、運営本部会議（１～２回／日）の開催

２支部災害対策本部との連携、避難所の管理・運営（避難者の受入れなど）

１自防災会による主体的運営

→ 避難者主体への移管

Ⅰ運営体制

の確立

①避難所運営体制の確立：避難所運営本部会議の実施

②避難所の指定：市災害対策本部会議を経て「市指定広域避難所を開設」

④受援体制の確立：ボランティアの必要性の有無

⑤在宅避難者対策・ 帰宅困難者：在宅避難者の安否確認・生活支援

（その３）

Ⅱ避難所

の運営

⑥避難所運営サイクルの確立：避難所の被害状況確認、応急危険度判定

⑦情報の取得・管理・共有、発信：被害状況の把握、情報の入手

⑧食料・物資管理：地域資源（食料）の活用、備蓄物資の配布

⑨トイレの確保・整理：トイレ使用ルールの周知・掲示、簡易トイレ配分

⑩衛生的な環境の維持：手洗い方法の周知徹底、防疫資材の確保

⑪避難者の健康管理：健康状態の把握、感染症の予防・対応（食中毒など）

⑫寝床の改善：宿泊スペースの確保、毛布等寝具類の配分

⑬衣類の確保・配布：避難者の属性に応じた下着類の確保、

⑭入浴：水害・土砂災害などで汚れた場合の処置

（その３）

Ⅲニーズへ
の対応

・

Ⅳ避難所

の解消

⑮配慮が必要な方への対応：要配慮者の把握・名簿の作成など

⑯女性・子供への配慮：授乳室、更衣室等の確保

⑰防犯対策：警備・防犯班による見回り・声がけ、貴重品等の確実な保管

⑱ペットへの対応：ペット避難所滞在ルールに基づく管理

（その３）

震災における避難所運営業務（その２）
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区 分 実 施 項 目 初動（３日目まで）、応急期（１週間まで）・復興期

Ⅰ運営体制
の確立

①避難所運営体制の確立

②避難所の指定

③初動の具体的な事前想定

④受援体制の確立

⑤在宅避難者対策・ 帰宅困難者

① 避難所運営会議の実施（必要に応じNPO・ボランティア等の参画）、

行政職員応援要請、ボランティア派遣要請

②車避難者エコノミ症候群防止呼び掛け、指定避難所以外の避難所の把握

④多様なニーズに対応するためのボランティアの要請、行政職員応援要請

⑤在宅避難者への生活支援

Ⅱ避難所

の運営

⑥避難所運営サイクルの確立

⑦情報の取得・管理・共有、発信

⑧食料・物資管理

⑨トイレの確保・整理

⑩衛生的な環境の維持

⑪避難者の健康管理

⑫寝床の改善

⑬衣類の確保・配布

⑭入浴

⑥避難所運営方針の決定、運営ルールの確立、運営会議（定期）の実施

⑦避難者の安否照会対応、避難所開設状況の周知、マスコミ対応、生活支援

情報の仕分け掲示板による掲示、ライフライン復旧情報の確認・提供、携

帯電話等充電手段の確保、在宅避難者への支 援情報の発信、地域被害状況

の集約

⑧避難所・在宅避難者別の必要食数の把握・報告、食料数量・衛星的管理、

炊き出し調理器具・食材の確保、暖かな食事の提供・栄養面の配慮、個人

属性に応じた栄養面への配慮、在宅避難者への食料・物資配布

⑨避難所汲み取り計画（回収場所・順序・回数）の作成、使用済み携帯トイ

レ（便袋）の保管場 所の確保、感染症患者専用トイレの確保

⑩防疫活動、ハエ・蚊等害虫対策、トイレの衛生的管理、調理担当者の検査

⑪暑さ・寒さ対策、健康相談窓口の確保、心のケア専門相談、持病への対応

⑫段ボールベッド等簡易ベッドの設置、プライバシーへの配慮

⑬体型、季節に合った衣類の確保、洗濯場（洗濯機・乾燥機）の確保

⑭シャワー・風呂の確保、入浴計画の作成、開設場所の情報発信

Ⅲニーズへ
の対応

・

Ⅳ避難所

の解消

⑮配慮が必要な方への対応

⑯女性・子供への配慮

⑰防犯対策

⑱ペットへの対応

⑲避難所の解消に向けての

⑮避難者同士の見守り体制の確保、外国語対応、福祉避難所への移動等

⑯女性特有の物資（生理用品等）の確保、更衣室等の確保

⑰警察による警戒の要請、警察の避難所巡回、犯罪相談窓口の開設

⑱ペットの滞在ルールの確立、ルールに基づくペットの滞在

⑲退所目途の把握、生活再建支援情報の周知、二次避難所（ホテル・旅館）

への移動

震災における避難所運営業務（その３）

28


